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Ⅰ．は じ め に

　児童学科では希望する学生に対して，文部科学省及び厚生労働省が定めた免許あるいは資格取得

に必要な科目を履修し，単位を取得することにより，幼稚園教諭一種免許（文部科学省）と保育士

資格（厚生労働省）を取得することができ（２００６年度入学生より小学校教諭一種免許も取得可能と

なる），大部分の学生が２つの免許の取得を目指している。

　免許あるいは資格取得のための科目の中には実習科目が義務付けられており，幼稚園一種免許に

関しては幼稚園に４週間，保育士資格については保育所（１０日間），入所型施設に１０日間，さらに

保育所（１０日間）か保育所以外の児童福祉施設（１０日間）を選択し，実習体験を積むことになって

いる。

　実習科目は他の教科とは異なり，実習に参加するまでに学んだ乳幼児の発達や幼児の教育に対す

る基礎的な知識等，関連している授業内容を正しく理解していることを土台とし，その上に実習す

る幼稚園や保育所，児童福祉施設における子どもの生活を通して，保育者の援助，年齢に則した遊
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〈調査報告〉

保育実習における学生の目的意識の形成

相　川　徳　孝

Formation of Students’ Sense of Purpose Through Teaching Practice

Noritaka AIKAWA

　In order to acquire a kindergarten teaching certificate, it is required to practice teaching at a kin-

dergarten.  In addition, a clear sense of purpose is the key to practice teaching and to gaining a good 

evaluation, not simply having an ambiguous attitude such as dreaming of being a kindergarten 

teacher from childhood.  The purpose of this paper is to show how students’ sense of purpose is 

shaped through the  practicum for kindergarten teacher certification:

　“Student Teaching Practicum II-1 (Lecture and Seminar About Teacher Training)” and “Student 

Teaching Practicum II-2 (Teacher Training at Kindergartens).”
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びについて実践的に学んでいくことが要求される。したがって学生には，子どもとのかかわりの中

で主体的に判断すること，またその判断が適切であったかどうかを洞察する力が求められる。さら

には保育の現場に参加するということで，社会人としての常識あるマナーを身につけていることが

不可欠となる。そして，実習に参加し，一定の評価を得るためには「幼稚園の先生になりたい」「子

どもの頃からの夢だった」というようなあいまいな意識ではなく，明確な目的意識を持っているか

どうかが重要なファクターとなる。このような内容を持つ実習の授業では，学生自身の実習に対す

る目的意識を高めていくことを中心に進めていくことになる。

　ここでは，幼稚園免許のための実習科目である保育実習Ⅱ－１から保育実習Ⅱ－２を通して，学

生自身の実習に対する目的意識がどのように形成されていったのか，また目的を達成するための自

己課題はどのようなものを設定したのかということ検証し，今後の授業のあり方を考えていくこと

とする。

Ⅱ．児童学科における実習計画について

　幼稚園実習については保育実習Ⅰ（観察実習）と保育実習Ⅱ－１（事前指導），それに保育実習

Ⅱ－２（本実習と事後指導）が設定されている。保育士資格については保育実習Ⅲ（保育所実習）

と保育実習Ⅳ（施設実習），それに保育実習A（保育所）と保育実習B（保育所以外の児童福祉施

設）があり，保育実習AとBはどちらかを選択するということになっている。

　

Ⅲ．方　　　法

　２００４年度の秋学期に設定された保育実習Ⅱ－１（事前指導）と，それに続く２００５年度春学期の保

育実習Ⅱ－２を履修した学生１２２名を対象とし，授業時に課したいくつかの課題レポートから（１）

事前指導における目的意識について，（２）目的を実現するために各自が設定した実習前の自己課題

について，さらに（３）実習事後指導における自己課題の達成と自分自身の実習後の変化について，

学生の記述した内容をまとめ，考察していく。まとめる際には学生自身が実習に対してどのように

保育実習における学生の目的意識の形成
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実習施設と主な実習内容実習科目名学年
聖学院みどり幼稚園での観察実習（５日間）保育実習Ⅰ（観察実習）２年次
保育所での参加型実習（10日間）保育実習Ⅲ（保育所）

３年次 児童福祉施設での参加型実習（10日間）保育実習Ⅳ（施設実習）
4年次の幼稚園実習のための事前指導保育実習Ⅱ－１（事前指導）
幼稚園での参加型実習（責任実習）15日間保育実習Ⅱ－２（本実習及び事後指導）　

４年次 保育実習AあるいはBのどちらかを選択する。
（10日間）

保育実習A（保育所） 
保育実習B（保育所以外の児童福祉施設）



考えているのかという記述内容も掲載していくこととする。

Ⅳ．結　　　果

１．実習における目的意識について

　事前指導の中で「幼稚園教諭免許を取得する目的」について尋ねたところ，下記の表１のような

結果であった。

　（１）「子どもとかかわるために必要な免許」ということを目的としていると記述した学生は，

卒業後は取得した資格を積極的に生かし，幼稚園か保育所において，子どもとかかわる職業につ

きたいという希望を持った学生である。したがって学生の記述にも具体的な内容が書かれている。

聖学院大学論叢　第１９巻　第２号
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表１　幼稚園教諭免許を取得する目的
人数
５９（１４）子どもとかかわるために必要な免許だから
４８％

５２（１５）幼稚園教諭として子どもとかかわるために必要だから
４３％

７（３）子どもの頃からの夢
６％

３（１）児童学科に入学したから
２％

１（１）家業を継ぐため
１％

（　）内は男子学生の数

私にとって幼稚園教諭免許を取得することは，子ども達と一緒に日々接していく中で，自分が生

きてきた中で学んだ経験や学問を生かして，少しでも子ども達の心身が発達してもらえればと思

います。子ども達と共にすることで，さらに自分も多くのことを学び，人間としても大きくなり，

それをまた子ども達に還元できればと思います。子どもにとって自分は心が安らげる居場所にな

りたいと思います。（男子学生の記述より）

保育士だけではなく，幼稚園教諭免許を取得することで仕事の幅を広げていくという目的です。

保育士，幼稚園教諭どちらかにするか悩んでいます。また責任の重いこの道を進んでいいのか，

子ども達の将来に責任を持っていいのか考えたらきりがないくらい不安がつのります。けれども，

子ども達と共に自分を一緒になって一歩一歩すすんでいける先生になれたらと前向きに考えてい

ます。子どもに与えるだけが先生の役割でなく，子どもから与えてもらうのも先生の役割とは言

わないが，お互いに成長し，刺激し合える関係でありたいです。（女子学生の記述より）



　すでにいくつかの実習を経験してきている学生達は上記の記述を見ても，ただ単に「自分の夢で

ある」とか「子どもが好きである」という理由だけでは幼稚園教諭にはなれない現実の厳しさに気

づいている。実際の保育現場を体験し，その責任の重さを実感しながらも，子どもとかかわること

の魅力を再認識し，実習に臨もうとしていることが伝わってくる。また，単に資格を取得すること

だけではなく，子どもとかかわることを通して自分自身が子どもから学ぶ姿勢を持つことの重要さ

を感じている学生も多くいた。

　（２）「幼稚園教諭として子どもとかかわるため」というのは，記述した時点では幼稚園教諭と

して子どもとかかわっていきたいという目的をもっている学生である。学生の記述内容には（１）

の「子どもとかかわるために必要な免許」と記入した学生と同様に，その責任の重さや今後の自

己の生き方にまで深く考えているものも多く見られた。

保育実習における学生の目的意識の形成
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私にとって，幼稚園教諭免許を取得する目的は，やはり将来自分の希望する仕事に直結するから

である。しかし，それだけではない。幼稚園教諭の免許を取得することは，子どもの発達に関わ

ることができるということであるが，それは非常に大きな責任と役割を担うということである。

自分は保育者として何が必要とされているのか，何が求められているのか，取得したからには保

育者としてふさわしい者になれるよう，常に自分を見つめ，子どもと共に成長し続けたいと思う。

私にとって幼稚園教諭免許を取得することは，就職への道だけではなく，自分自身にとっても大

きな意味がある。（女子学生の記述より）

大切な時期である幼児たちと接する責任ある人間としての大切な免許を取得したいと思います。

子どもが好きなどという単純な理由では勤められない，夢だけではいけないということを実感し

てきたことのショックもあるけれど，現在行っているボランティアの子ども支援センターの先生

と話すことで，少しずつ，良い仕事であること，楽しさを感じています。心から楽しいと感じる

ことも多くあります。前向きにいけるよう努力していかなくてはと思います。

（女子学生の記述より）

私はこの大学により良い環境としての保育者を目指し，入学してきました。保育者を目指す上で，

この目的は生涯をかけて取り組んでいくべき自らの課題であり，幼稚園教諭の取得はその夢に一

歩でも近づくためのものの一つです。取得することが私にとってのゴールではなく，取得して初

めてスタートでき，日々の働きの中で，学びを大切にし，子ども達と一緒に成長していける保育

者になりたいと思っています。（女子学生の記述より）



（３）「子どもの頃からの夢の実現」とした学生は７名で全体の６％をしめる。

　上記の記述のように，その内容にも「幼稚園教諭になること」が第一であり，（１）「子どもとか

かわるために必要な免許」と（２）「幼稚園教諭として子どもとかかわるため」の学生の記述に見

られた責任の重さや自分自身が子どもとかかわることの意味については触れられていなかった。

　（４）「児童学科に入学したから」ということを目的とした学生は３名（２％）であった。

　入学時は積極的に幼稚園免許を取得することに対して積極的ではなかったが，勉強をしていくう

ちに，気持ちの中で変化があったことがこの記述を通して感じられる。特に実習を通して学んだこ

聖学院大学論叢　第１９巻　第２号
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私は，子どもが好きというのはもちろん，人間が好きであり，なるべく多くの人間の人生と交わ

りたいと思っています。特に幼児は，まだ知らない事も多く，誰かの助けが必要です。私は自分

が生きてきて楽しいと思ったこと，悲しかったこと，うれしいこと等，生きる喜びをこれから長

い人生が待っているであろう，幼児に伝えたいと思い，そのために免許を取得したいと思ってい

ます。

教えるだけではなく，素直な幼児の心を通して，人間を知り，自分自身が成長でき，より良い保

育をするという，連鎖ができたら良いと思っています。（男子学生の記述より）

幼稚園教諭や保育士になれたらいいなということは，中学時代からぼんやりと思い描いていたこ

とでした。そのために大学を選び勉強してきました。僕にとって幼稚園教諭の免許を取得すると

いうことは，昔からの目標を達成するということです。（男子学生の記述より）

幼い頃から幼稚園の先生になりたいと思っていたので，その夢を叶えるために免許を取ることが

必要なことです。卒業後はできたら幼稚園に就職したいので幼稚園教諭免許はなくてはならない

ものです。（女子学生の記述より）

私は企業に就職しようと考えているので，卒業後，幼稚園教諭免許は使わないかもしれないのだ

か，こんなに子どものことを勉強するとは思わなかった。この３年間，子どもを通して自分の考

えの間違いなど，多くのことに気がついた。（女子学生の記述より）

入学時では幼稚園教諭になる気持ちはあまりありませんでした。今も自分に向いている仕事はな

んなのか，自分がどこで働くべきなのか，悩んでいますが，幼稚園教諭免許を取得したいという

気持ちに迷いはありません。今まで，いろいろな実習を経験し，学び得ることが多くありました。

この大学，学部に入らなければ，経験できなかったと思っています。自分がこの免許をいただき，

その道にいかなくても，大学で学んできたことは私の宝になると思っています。

（女子学生の記述より）



とは他の科目では経験できないことであり，大変有意義な体験であると捉えている。

２．実習における自己課題について

　１． では「幼稚園教諭免許を取得する目的」について概観してきた。ここではその目的を実現する

ために具体的な自己課題をどのように設定していったのかということを学生に課した「あなたの自

己課題について」のレポートからみてみることとする。学生が挙げた自己課題は下記の表の通りで

ある。

　この中で保育技術を身につけるということを課題とした学生が多かった。その具体的な保育技術

の内容をみてみると次のようになった。

　子どもと関わる際にはやはり対象となる年齢の子どもの発達的理解が大切であると捉えている。

また自分から子どもと積極的にかかわることを課題としている学生が多い。そのような積極的なか

かわりを通して，子どもに適切なことばかけができるように，さらには子どもの行動の意味を読み

取り，その場に相応しい援助行為をしていくことが実習での学びで大切であると多くの学生が考え

ている。

　学生各自の目的意識を具体化するための自己課題を考えるにあたっては，すでに何回か体験して

いる実習での反省や実習園で指摘されたことが生かされていることが読み取れる。

保育実習における学生の目的意識の形成
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表２　実習における自己課題
％人数自己課題
４４％１１６保育技術を身につけること
２１％５４発達の理解
１１％３０子どもと積極的にかかわること
８％２０子どもに対することばかけ
６％１５その場にあった援助をすること
５％１２全体的な視野をもつこと
２％６子どもの目線に会わせること
３％９子どものしている行動の意味を読み取ること

表３　身につけたい保育技術
％人数
３１％７４手遊び
２４％５５ピアノ
１５％３６歌
１６％３７絵本・紙芝居の読み聞かせ
１４％３２製作



３．実習事後の個別指導から

　実習後には学生の実習での取り組みに対して，個別指導を行っている。その中で，各自が設定し

た自己課題についての達成度を聞いたところ，次のような結果であった。

　上記の表から達成されたという学生とある程度達成されたという学生を合わせると９５％となり，

それぞれが充実した実習を行っていたことがわかる。

次に，学生の記述から実習での取り組みについて，概観していくこととする。

聖学院大学論叢　第１９巻　第２号
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私は子どもの発達理解がたりなかったと思いました。子どもへの援助も発達を理解できていれば，

もう少し良い形ででき，援助しすぎることもなく，子どもの意欲もつぶすことなくできるのでは

ないかと思いました。そのため，年齢に発達の理解を深めていきたいと思いました。また，遊び

などをしている時，声かけなど単調であることに気づきました。「すごい」などと同じようなこと

しか言えず，先生方のように子どもの活動や言葉をひきだすことができるようになりたいと思い

ました。

手遊びや歌など，初めて聞くものが多く，ピアノも多く弾いているのを聞き，練習などしなくて

はいけないと思いました。（男子学生の記述より）

子どもの様々な状況に対する先生方の適切な対応や言葉掛けの場面を見て，自分では浮かんでこ

ないような言葉掛けに「さすがだなあ。すごいな。なるほど！」と関心するとともに，自分の表

現の少なさや，力のなさを感じました。実践の場でこそ，子どもと触れ合うことができ，知るこ

とができるのだと思います。しかし，子どもが喜んでくれるように，一緒に楽しめるようにと，

実践の場に行く前に，手遊びを始め，活動などを学び，保育の場をしっていくことも必要なこと

だと思います。また，子どもの年齢や環境によって多様に変化する，発達や心理状況も理解し，

一人ひとりに対応できるようになりたいと思います。（女子学生の記述より）

表４　自己課題達成について
５２％５３自己課題は達成され，充実した実習であった
４３％６３自己課題についてはある程度達成できた
５％６自己課題について，なかなか達成できなかった



　上記３つの記述内容にあるように，実習生自身が子どもとのかかわりを通して気づかされたり，

励まされたりしている様子が見える一方で，担当保育者とのコミュニケーション不足，学生自身の

学ぶ意欲の喪失，保育の準備が十分でなかったという下記の記述から，実習に対する自己の努力が

不足し，実習がうまく展開できていない学生もいた。個別指導における話し合いにおいて，実習が

うまくいかなかった学生には積極的に実習に取り組もうという姿勢が不足し，目的意識も明確では

なかったことが分かった。

保育実習における学生の目的意識の形成
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子どもと同じ視点に立つということは，子どもと一緒に笑ったり，楽しんだり，悲しんだり，喜

びあったり，怒ったりすることで同じ視点に立つのではないかと感じました。同じ視点にたって

考えるということは子どもと同じように自分自身も感じることが大切だということを学びました。

私たち大人は子どもに与えることより，子どもから与えられることの方が多く，子どもの姿や言

葉などによってパワーをもらうこともあるのだと気づかされます。だからこそ，準備がいくら大

変でも頑張れてしまうのだと思いました。（女子学生の記述より）

今回の実習は，特に担任の先生にとても細かいところまで指導を受けながら，自分に欠けている

ところ，先生に誉められたことなどを受け止め，日々の実習に生かせるようにした。日々の「ね

らい」が重要なように，自分自身の一日の目標も達成できるよう，子ども達とかかわることがで

きた。

２日間の責任実習は，日々先生の言葉かけや援助をよく観察していたので，思ってた以上に落ち

着いて取り組めた。（女子学生の記述より）

一日の終わりに「明日も元気でおいでね」「先生また明日ね」と笑顔で子どもとかわす言葉によっ

て毎日充実した実習を行うことができました。お誕生会に，保護者からのメッセージカードを保

育者が読み聞かせていましたが，「お父さんとお母さんは○○君のことが大大だーいすきです」と

いうところで，男の子（５歳児）が照れ臭そうな嬉しそうな，何とも例えようのない笑顔を見せ

たのが忘れられません。そうした，子どもが見せる純粋な笑顔や正直な言葉などと触れ合うこと

で，保育者は子どもとかかわる喜びを感じ，やりがいを見出すのだと思います。充実した１５日間

でした。（女子学生の記述より）

積極的に子どもとかかわることができなかったために，責任実習においてはうまく子どもの実態

をつかめることができずにいた。責任実習までに子どもとたくさんかかわっておくべきであった。

また，クラスに自閉的傾向の子どもと多動の子どもがいたため，どこまで，どのように援助して

よいかわからず，距離をおいてしまっていた。（女子学生の記述より）



Ⅴ．まとめと今後の課題

　保育実習における目的意識の形成について，保育実習Ⅱ－１と保育実習Ⅱ－２の授業時に課した

レポートを通して検証してみた。その結果，ほとんどの学生は実習体験を積み重ねていく中で，子

どもの実態や幼稚園教諭の役割について理解すると共に，目的意識が明確になり，実習に対する目

標，自己課題もより具体的になってきている。

　特に調査をした学生達は保育実習Ⅰと保育実習Ⅲ，およびⅣを体験しており，その経験によって，

「実習では何が必要か」あるいは「実習生に求められる役割」について，それぞれが考えて実習に

臨むようになってきている。

　その一方で，少数ではあるが，まだそこまでの目的意識に至らない学生もいる。今後はこのよう

な学生にどのような内容の指導が必要となるのかを見出すことが課題となってくる。

　また，保育実習Ⅰから始まり，保育実習ⅢとⅣ，保育実習Ⅱおよび保育実習AとBと続いていく

実習授業を組織化し，それぞれの独自性を保持しながら，実習の連続性を踏まえた全体的な授業カ

リキュラムを考えていくことも必要であろう。それによって早い段階から実習に対する意識を高め，

学生の個性を生かした実習ができるようにすることがもう１つの課題である。
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とても忙しい時期での実習だったためか，担当の先生方に質問する機会を得ることができずにい

た。

もう少し，積極的に自分から声をかけて先生とかかわり，自分の保育に関する理解を深められた

らよかったとおもった。（女子学生の記述より）

オリエンテーション時にピアノの楽譜を渡され，練習しておくようにと言われたが，難しく，弾

くことをあきらめてしまった。今になってみると，片手だけでも弾けるように練習しておくべき

だった。そのためか，すべてのことに積極的になれないで実習を終えてしまった。

（男子学生の記述より）
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